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２０２２活躍が期待される少年・少女「チームちば」の紹介 
 

プロジェクトⅡ 元気プロジェクト 【施策１２】フェアプレーの精神を育て、楽しさや感動を分かち合うスポーツの推進 

 

 

  

 

 

 

 

 

第７７回国民体育大会関東ブロック大会サッカー競技が８月１３日から１４日にかけて、東京都駒沢オリン

ピック公園総合運動場陸上競技場・第２球技場で開催されました。 

  今年度の少年男子チームは、県立生浜高等学校の田中
た な か

章太郎
しょうたろう

監督のもと、J リーグクラブチームの柏レ

イソルＵ-１８とジェフユナイテッド市原・千葉Ｕ-１８、流通経済大学付属柏高等学校を中心に、チームを構

成しました。 

代表決定戦は、群馬県を２－１で破った茨城県との対戦となりました。前評判では千葉県が有利と思わ

れましたが、前半開始直後は緊張からか全体的に少し硬さがあり、ボールが落ち着かない状況も見られま

した。試合が進むにつれ、ボールを保持しながら、徐々にペースを握りチャンスを作り始めましたが、決

定機には至らず、ゴールを奪うことができませんでした。それに対して、茨城県はボールを奪ってからカ

ウンターで何度かチャンスを作り、前半１５分に一瞬の隙を突き、カウンターからゴールを決め、茨城県

が先制しました。その後も一進一退の攻防が続く中、前半３２分にＣＫのこぼれ球を押し込み同点として、

前半を折り返しました。後半に入り、選手交代などで、流れを変え、逆転を試みるものの、ゴールは奪え

ず、試合は、両ＧＫの好守もあり無得点に終わりました。勝負は、ＰＫ戦の末５－３で勝利を掴み、「いちご

一会とちぎ国体」の出場権を獲得しました。 

  この関東ブロック大会で得た「チームの結束力」と「粘り強さ」を武器に、栃木国体での活躍を期待し

ています。 
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馬術 バドミントン 柔道 

弓道 ライフル射撃 剣道 

スポーツクライミング カヌー アーチェリー 

空手道 なぎなた ボウリング 

ゴルフ ラグビー  

２３競技が激戦区である関東ブロック大会（少年種別）を見事に突破し、千葉県の競技力の高さを示す

ことができました。そして、いよいよ９月１０日から【水泳・体操・バレーボール・弓道（会期前競技）】

を皮切りに「いちご一会とちぎ国体」が始まりました。 

「チームちば」一丸となり男女総合成績（天皇杯得点）６年連続入賞、 

女子総合成績（皇后杯得点）１２年続入賞を目指します。 
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第７７回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」に向けて、「チームちば」の活動が本格的にスタート

しました。男女総合成績（天皇杯得点）入賞に向け、「チームちば」の若き選手たちの活躍を紹介します。 

関東ブロック予選結果 

千葉県対茨城県（１－１ＰＫ５－３） 

会場：駒沢オリンピック公園 

総合運動場 陸上競技場 


